	熊本市新西部環境工場整備及び運営事業
対話用資料

様式

（様式第10号②）



	会社名
	

	所在地
	

	部署
	

	質問者氏名
	

	連絡先
	電話：

	
	FAX：

	
	電子メール：


対話用資料　記入要領

下記の要領に従い各様式に記載の上、市へ提出すること。

1． 記載の考え方

・　次ページ以降に示す各項目について、様式に従い記入すること。

・　複数案・代替案を提示する際には、以下の事項等が確認できるように記載すること。

(1) 技術的観点からの妥当性

(2) 公平性阻害の有無（特定の事業者に有利となる等）

(3) 代替案採用による効果（コスト削減等）
2． 記載方法等

（1） 様式

1 用紙：項目ごとに各2枚までとし、枠内に記載すること。
必要に応じ添付資料として関連図表等を添付すること。

2 書式：フォントの大きさは10.5ポイントとする。記載枠の大きさは変更可能とする。

（2） 添付資料（必要な場合添付すること）
1 用紙：原則A4とする。

2 書式：自由とする。但し、資料の右上端に、項目名、資料名称及び添付資料番号を記載
すること。（例　(ｱ)処理フロー　添付資料1（資料名称））

（3） 提出方法

対話の申込書及び本資料は、平成23年9月2日（金）午後5時00分までに、担当部局の電子メールアドレスに送信すること。また、電子メール送信後、メールの到着について担当部局に確認の連絡をいれること。対話参加者名については、対話の申込書に記載し、担当部局へ電子メールで送付すること。
（ア）処理フロー
（ごみ量、ごみの処理方法、飛灰の再資源化の具体策、

発電等の計画、余熱利用方法等を記載。処理不適物の種類を記載。）
	提案内容

	


（イ）配置・動線計画（工事中の仮設計画を含む。）、解体計画
	提案内容

	


（ウ）設計・建設期間の工程
（試運転、性能試験、教育訓練に関する工程を明記。）
	提案内容

	


（エ）運営体制
	提案内容

	


（オ）地域経済への貢献の方策
（地元企業への発注内容・地元企業に対する発注の構造・発注割合と地元雇用の計画・地元企業への発注が確実に行われていることを市が確認するための仕組み・経済効果の割合を記載。）
※割合は「現在予定している入札額に対する割合」とする。
	提案内容

	


（カ）施設の長寿命化に向けた計画
	提案内容
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